
　前号の広報誌でもお知らせしましたが、

現在ボランティアを募集しています。勝本

浦を応援したい方であればどなたでも歓

迎です。年齢は問いません。現在、３つの

ボランティアスタッフを募集中です。

　　１. こども見守りボランティア

　　２. 環境整備ボランティア

　　３. イベント運営ボランティア

　登録していただいたら、勝本まち協のボ

ランティア情報を送ります。ご自分の都合

に合わせて活動する

ことが可能です。

　右のＱＲコードか

らスマートフォンで

申し込みができます。

ボランティアスタッフ
随時募集中！！
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　　　！SNSしよいよ！
　　ＳＮＳで勝本浦の情報などを発信しています。フェイスブックとインスタグラムのフォロワーは

合わせて 200 人を超えました！見ていただいているみなさんありがとうございます。# 壱岐や # 勝本浦

などで投稿していますので、　よかったらチェックしてみてください。　

Instagram/ インスタグラム

instagram.com/katsumotoura_town_planning/

Facebook/ フェイスブック

facebook.com/katsumotouratownplanning

LINE 公式アカウント

https://lin.ee/wUVruvw

Twitter/ ツイッター

twitter.com/gyYZRB5CfDokUZ2

１0月はお祭り！
10 月 14 日 ( 木 ） は

聖母宮大祭、10 月 15

日（金）は港祭りが

開催されます。新型

コロナウイルス感染

拡大防止のため、今

年も規模を縮小して

行われるとのことです。

　聖母宮大祭は寛文 5 年（1665 年）にそ

れまで途絶えていた神幸祭が再興され現在

に至っているので、約 350 年以上の古い歴

史があります。一方 15 日の港祭りは 1958

年頃の勝本浦の護岸工事の落成式を兼ねて

海上パレードを行ったことから始まってい

ます。来年度以降のあり方については今後

まち協も加わって協議していきたいと思い

ます。



民俗学者の宮本常一は生涯に渡っ
て全国各地の村を旅し、人々の暮ら
しを記録しました。その中で、昭和
20年代から 40年代にかけて数回壱
岐・対馬を訪れています。
漁業に関心を持ち、勝本では漁業

協同組合に都度訪れて、問屋制度か
ら組合への変遷、その当時の漁業の
現状などを見聞きした様子が書かれています。文中に出
てくる専務理事の話で「・・・（宮本さんから）スルメ
の中から裂けたものを白糸でぬいあわせてあるのを見つ
けて大きな声で怒鳴られましてなァ。・・・」（！）とい
うエピソードがあり驚きましたが、こういったことなど
が品質の向上への契機となり今があることに思いをはせ
ると感慨深く感じます。

※紹介した本は市内図書館のいずれかで配架されています。

　読んでみたい方は勝本地区公民館までお問い合わせください。
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この本読んじみらんで？ 5　

まちこ

昨年、 東京から勝本浦へ移住された、 まちこさんのコラムを期間限定で連載します。
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『私の日本地図⑮　壱岐対馬紀行』　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　宮本　常一　著

「勝本弁の動詞は ”イ音便 ” たい！」
と思いました。イ音便で変化したものの例として
「美しき

・

朝」→「美しい
・

朝」、　「書き
・

て」→「書い
・

て」などがあります。動詞については「き・ぎ・し」
の音が ” い ” に変化するので、語尾の ” る ” が変
化する勝本弁は一般的なイ音便とは性質が違って
います。なぜこのような変化が起きたのか、なか
なか手がかりが見つかりません。何かヒントがな
いか、もう少し調べてみたいと思います。

　勝本弁で最も特徴的なものの１つは「すい（す
る）」「見い（見る）」「走い（走る）」「食べる（食
ぶい）」など、” い ” で終わる動詞だと思います。
このように動詞が変化している地域を今のところ
知りません。
　高校生の時だったか、国語の古典の授業で動詞
や形容詞の語中・語尾が”い ”に変化する『イ音便』
というものを知ったとき、

勝本浦の言葉を考えてみた

3. 勝本弁はイ音便？？


